
 

新居浜校区まちづくり集会 開催結果報告書 

 
開催日時  平成２４年８月１０日（金）１９：００～２０：０６ 
場所    新居浜公民館 ２階 大会議室 
参加者数  男４３人  女５人  合計４８人 

 

 
 
１．地域課題 
課題名（ 強力な排水ポンプの設置について ） 
質疑応答（要約） 
［質問］ 
 新須賀町 4 丁目 14 番の辺りは、周りから比べると１ｍほど低くなっている。現在、土手

の方に排水ポンプを設置していただいているが、周りが全部アスファルトになっているの

で、一気にそこに雨水が集まり、あっという間に膝上ぐらいになる。そこには、独居老人

が 2 人住んでいるが、自治会館の前まで水が来るので、新須賀公園の方から入らなければ

ならない状況である。 
 是非、もっと強力なポンプを設置していただきたい。今も、ポンプは設置していただい

ており排水力はあるが、大雨の時には間に合わない。満潮の時には、逆流してくる状態で

ある。 
＜市長＞ 
 このポンプ施設は、口径３００ｍｍの水中ポンプを平成 13 年度に更新して、現在に至っ

ている。ポンプの能力については対応できているという考え方だが、対策については考え

ている。 



＜下水道建設課＞ 
ポンプの能力としては、毎分 13.8ｔの水を揚水できる構造となっている。しかし、雨が

降ったら浸水するということで、現地を確認した。現在の構造が、入ってきた水がポンプ

の中を通らないと抜けないような状態になっている。国領川の水位が上がらなければ自然

に流れるが、国領川の水位が上がるとゲートが閉まってポンプで強制的に排除する目的で

設置している。ポンプの前にごみがかからないように格子状のスクリーンというのがある

が、前にごみがたまると国領川の水位が上がらない通常時でもなかなか捌けないという状

況である。これではポンプの能力が発揮できないということが考えられたので、ポンプの

ピットの構造とポンプの位置を変えるということを考えている。既設のポンプの前にポン

プピットを増やし、ここをポンプだけのエリアにし、ポンプを端に移動させる。そうする

と、通常時、水が流れてきたときには、ポンプで水の流れを阻害することなく水が流れて

いく。また、通常時でも、流れてきたごみがスクリーンにかかると流れない。ましてや、

ポンプがかかって水の流れが速くなると、ますますポンプの前にごみがかかって流れない

ということになる。今回、ポンプピットの構造の変更に合わせて、スクリーンの変更も考

えている。こうすることにより、通常時流れてくるごみは、ポンプのところを通ることな

く流れていくことになり、国領川の水位が上がってポンプを起動すると、ポンプにごみを

吸い込むことなく排水されると考えている。現在の排水エリアから考えるとポンプ自体の

能力はあるので、本年度はポンプピットの改修工事を予定している。 
 
 
課題名（ 自彊舎南側の側溝の整備について ） 
質疑応答（要約） 
［質問］ 
 元塚橋の東側に自彊舎があり、その南側に深い溝（幅１ｍ、深さ１ｍ、長さ１６ｍ位）

がある。雨が降ると危険である。はけ口がないので、なかなか水が引かない。通学路にも

なっていて、もし落ちたら大変なことになる。ふたをするとか何とか工夫していただきた

い。 
＜市長＞ 
 先日、現地を確認させていただいた。道路部分と側溝のところの高低差が高いので、ふ

たをかけられる状況ではない。通学路でもあり、安全対策として、転落防止柵の設置を考

えている。また、水路に水が溜まるのも、排水側が高くなっていて水が流れず溜まってし

まうという状況がわかったので、浚渫をするのと、水が流れるように水路の改修をして高

低差を解消し、水はけ、水の流れをよくする。防止柵の設置ということで対応したい。 
［質問］ 
 自彊舎の石垣の間のところを通れないように設置して、子どもが入れないようにしてほ

しい。 



＜市長＞ 
 検討いたします。 
 
 
課題名（ 市営野球場西側のアスファルト化について ） 
質疑応答（要約） 
［質問］ 
 市営球場北側駐車場の南側が多目的広場という名目で、舗装をしないで公園という形で

現在ある。そのため、地域住民から、冬になると木枯らしが吹いて砂埃が舞って大変だ、

また、8 月から 9 月の台風シーズンになると、今度は大雨が降って、北側の狭い道路に大量

の雨水が流れ込む。土嚢で防いでいるが、それを乗り越えて道路が水没してしまうという

状態が続いている。現在公園として地域住民が使っているという状況はない。 
 是非、地目変更、用途変更をしていただいて、市営球場の駐車場が少ないと思うので、

アスファルトで舗装して少しでも車が止められるようにしてほしい。 
＜市長＞ 
 これまで公園ということで位置づけしていた。多目的というと聞こえが良いが、ちょっ

と中途半端なものだった。市営球場の利用者、そういう団体とも協議した上で、地元の意

向として公園的な使い方は特に望まないのであれば、アスファルト化とか、公園として残

すのであれば、芝生化ができれば埃とか出ないことになる。駐車場だと割り切ればアスフ

ァルト化ということになるので、もう少し検討させてほしい。現状のままでは、放置して

おかないということにしたい。あと、進入路の横断水路か、排水の管渠などのつまりもあ

るようなので清掃も行っていきたい。また、協議の上でご相談しますので、ご協力をお願

い申し上げたい。 
 できた時の経緯はあると思うが、地域としては、もう公園はいらないということでよい

のか。 
［質問］ 
 昔はゲートボールなどで、そういった競技が盛んで、そのような使用目的でつくられた

のではないかと思う。西側に２ｍほどの金網フェンスがつくられているが、その一部の支

柱がグラグラしてフェンスの下の方が破れて倒れそうだ。以前にも見ていただいたが、も

う一度フェンスの点検をしていただきたい。 
＜市長＞ 
 確認してみる。 
 
 
課題名（ 水路のごみ処理について ） 
質疑応答（要約） 



［質問］ 
 公民館北側の水路だが、「汚い。ごみがよく溜まっている。」とよく耳にする。雨が降れ

ば水は流れるが、最近、雨がなく水が干上がって、ごみ捨て場のようになっている。何と

か定期的に、公民館北側水路もきれいにしていただけないか。 
 また、現在新居浜校区で土嚢が必要なときは、庄内の宗像神社南側の置き場の土嚢を使

わせてもらっているが、今度なくなるという話を聞いた。どこになるのか、遠いところに

なったら困る。何とかこの近くに土嚢の置き場を考えていただけないか。 
＜市長＞ 
 管理からいうと、土地改良区が管理する農業用水路ということになる。まずは、土地改

良区に維持管理をお願いすることにしたい。公民館北側の用水路末端部分については、下

水道建設課で月 1 回ごみの撤去を実施している。 
＜都市計画課＞ 
 土嚢の置き場については、消防から都市計画課が管理している川西地区の公園のどこか

に置けないかということで、いろいろ回り、大江のふれあい広場か新居浜公園の一角に置

こうかと考えていた。駐車スペースが減ってしまうということもあるので、仮置きという

形で、将来的にはもっとしっかりした形でという話を消防の方とさせてもらっている。 
 
 
２．その他 
［質問］ 
 震災関係は、今年になりより状況が悪くなった。それに対する対策も緊急の課題である

と思う。大きな震災があった時に回りが寸断されたらその対応をどうするのか。住友化学

コンビナートがあり、市の消防署や消防団だけでは対応できない。近隣から来てもらうに

しても救助、救援はできないと思う。善通寺に自衛隊の化学防護隊というのがある。それ

を新居浜市に駐屯してもらうと、すぐに対応できると思う。いろいろな防災訓練がされて

いるが、住友化学の参加がない。実際に災害が起こった場合、普段から連携していないと

とても現実的とは思えない。人的な交流を普段からしていないといけないと思う。 
＜市長＞ 
 防災に関して言えば、この地域もそうだし、市全体も東西にわたる海岸線に企業群が立

地しており、そこのところの防災対策というのは重要。企業との訓練は、相互防災訓練と

か、コンビナート訓練とかやっている。住友化学とも、企業と市で協定を結んでいこうと

いう形で動いている。大規模災害発生時にこの地域で言えば、生活している人より仕事に

来ている人の方が多いということが、当然昼間の時間だとある。そういう場合のシュミレ

ーションも必要でないかと感じる。しかし、すべてに備えるということも現実には難しい

ので、一人一人の皆さんの防災意識を高めていただくとともに、企業とは、協定であった

り、防災訓練とかに参加してもらう。今年の愛媛県の総合防災訓練は、福祉施設とか民間



の企業の倉庫をお借りするとか、今までより現実に近づけていこうという努力はしている。

また、小学校区単位での訓練もいくつかあった。地域ごとの訓練に取り組んでいただき、

そういう時に地域の一員として企業に参加を要請するというのは当然必要だと思うので、

市からしていきたい。自衛隊との関係は、日頃からの関係もあり、今は自衛隊の判断で出

動するような時代になっている。南海沖の地震の場合、震度が小さければ高知の方が大き

な被害を受けて、瀬戸内海側が支援をするような立場に回ることもあり得る。そういうこ

とを想定したら、河川敷とか山根グラウンドとか、そういうところが東日本大震災の時の

海岸部に対する内陸部のような役割が我々にはかかってくるのではないかと思う。いろい

ろなケースを想定しながら、そういうことを予測した防災計画やマニュアルを作っていき

たいと思っている。 
 他の地域課題については、実現できるものもあるし、工夫して少し様子を見させていた

だきたいものもある。 
公園と言えば、河川敷のグラウンドがあり、十分公園的な要素は働いている。総合文化施

設、あの中に防災拠点という言葉もあるが、新居浜駅前という中心の場所にあるというこ

とからそういう拠点にもなり得る。 
環境整備会議も秋にはあるので、ご指摘の点があれば公民館とか自治会とかを通して教え

ていただきたい。 
 
 


